
つ
り
さ
か

丘障
・釣
坂
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
朝
来
郡
朝
来
町
立
脇
字
松
越
ほ
か

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
人
月
―

一
九
九
八
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
朝
来
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
中
島
雄
二

（朝
来
郡
広
域
行
政
事
務
組
合
）

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
祭
祀
遺
跡

・
河
道
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
後
半
―

一
一
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

釣
坂
遺
跡
は
朝
来
町
の
ほ
ぼ
中
心
部
に
あ
た
り
、
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
東

に
延
び
る
扇
状
地
に
立
地
す
る
。
付
近
に
は
、
白
鳳
時
代
の
瓦
が
出
土
し
、
こ

の
地
方
最
古
の
寺
院
と
考
え
ら

れ
て
い
る
立
脇
廃
寺
が
あ
り
、

塔
心
礎
が
残
存
す
る
。

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
地
区

は
、
従
前
か
ら
奈
良
―
平
安
時

代
の
遺
物
が
採
集
さ
れ
て
い
る

側

所
で
、　
一
九
八
五
年
に
県
営
圃

瞬

場
整
備
事
業
に
伴
っ
て
調
査
さ

れ
、
河
道
跡
な
ど
が
検
出
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に

一
九
九
六
年
に
も
確
認
調
査
を
行
な

っ
た
結
果
、
谷
の
奥
側

と
入
口
側
で
集
中
し
て
遺
物
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
三
ヵ
所
に
つ
い
て
全
面
調
査

を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
調
査
区
の
名
称
は
奥
側
を
松
越
地
区
、
入
口
側
を

福
本
地
区
と
し
、
面
積
は
松
越
地
区
が

一
〇

一
〇
♂
、
福
本
地
区
が

一
一
七

〇
♂
で
あ
る
。

松
越
地
区
で
は
、
建
物
や
河
道
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
河
道
内
よ
り
多
量
の

上
器
と
木
器
が
出
土
し
て
い
る
。
河
道
は
山
裾
に
沿

っ
て
流
れ
て
い
る
た
め
、

一
方
の
肩
が
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
幅
は

一
〇
ｍ
以
上
で
深
さ
は
遺
物
を
含
ま
な

い
層
ま
で
で

一
ｍ
を
測
る
。
土
器
に
は
、
「郷
長
」
「松
越
」
「松
」
「南
祖
」

「小
水
谷
」
な
ど
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が

一
〇
〇
点
含
ま
れ
、
量
と
し
て
は

地
名
と
み
ら
れ
る

「松
」
の
墨
書
が
圧
倒
的
に
多
い
。
ま
た

「
郷
長
」
の
墨
書
は
、

付
近
に
但
馬
国
朝
来
郡
桑
市
郷
の
公
的
施
設
が
存
在
し
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。

木
器
で
は
木
簡
二
点
の
他
に
、
馬
形
や
斎
串

。
曲
物

・
盤

。
合
子
な
ど
が
出
土

し
て
い
る
。

福
本
地
区
で
は
、
松
越
地
区
か
ら
流
れ
て
く
る
河
道
の
続
き
が
検
出
さ
れ
、

同
じ
よ
う
に
多
量
の
上
器
と
と
も
に
、
木
器
も
大
量
に
出
土
し
た
。
墨
書
土
器

は

「福
」
な
ど

一
五
点
み
ら
れ
る
が
、
松
越
地
区
と
比
べ
る
と
少
な
い
。
木
簡

は

一
点
で
、
他
の
木
器
と
し
て
は
人
形
や
斎
串
な
ど
の
祭
祀
具
や
、
下
駄

・
曲

物

・
盤
な
ど
が
あ
る
。
ほ
か
に
皇
朝
十
二
銭
の

一
つ
で
あ
る
富
寿
神
宝
が
出
土

し
て
い
る
。

ど
ち
ら
の
地
区
も
遺
物
は
川
岸
に
近
い
水
際
で
多
く
出
土
し
て
お
り
、
水
辺
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の
祭
祀
を
行
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
出
土
し
た
土
器
は
人
世
紀
後
半
１
九
世

紀
に
か
け
て
の
も
の
が
多
く
、
遺
跡
が
最
も
機
能
し
て
い
た
時
期
を
示
す
も
の

と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
松
越
地
区

〔ホ
ヵ
〕

□
□
□
息
万
呂
」

□
□
□
□
□

（
滋

Ｃ

×

６
じ

×
８

　
ｏ
雷

(1)

日
日
日
日

日
日
日
□
□
□
□
中

国
□
□
小
□
日
日
日
日

日
日
日
□
□
□
□
□

〔
四
ヵ
【
庭
ヵ
〕

（∞
∞卜
）
×
（］卜
）
×
『
　
ｏ
∞
岸

い
は
上
端
と
左
右
両
辺
を
欠
損
し
て
い
る
。
下
端
は
表
裏
両
面
か
ら
先
端
を

削
っ
て
斧
状
に
尖
ら
せ
て
い
る
。
表
裏
と
も
墨
痕
の
残
り
が
良
く
な
い
た
め
、

全
体
の
判
読
は
困
難
で
あ
る
。

②
は
上
下
端
、
左
右
辺
と
も
に
欠
損
し
て
い
る
。
墨
痕
は
片
面
の
み
に
見
ら

れ
、
下
の
部
分
は
二
行
あ
る
。
木
の
表
面
が
荒
れ
て
い
る
の
と
、
墨
痕
が
薄
い

こ
と
か
ら
ほ
と
ん
ど
判
読
で
き
な
い
。

一
一　
福
本
地
区

日
日
王

含

Ｐ
卜
）
×

（
ヽ
い
）
×
∞
　
ｏ
∞
Ｐ

①
も
上
下
端
、
左
右
辺
と
も
欠
損
し
て
お
り
、
全
体
の
形
状
は
不
明
で
あ
る
。

墨
痕
は
片
面
の
み
で
、
他
の
文
字
は
判
読
が
不
能
で
あ
る
。
　

（中
島
雄
一
じ

ヽ  十

回
②

-
(3)




